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コンプライアンスモジュール
New

model WRC



仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長

Compliance Module

Model   WRC

コンプライアンスモジュールは

ロボット搬送の芯ズレを補正 します。

コンプライアンスモジュール

極限の滑らかさ

圧倒的なロック保持力

取付簡単 コスメックのロボットハンドチェンジャー 
model SWR に直接取付 が可能です。

7kg～25kg可搬のmodel SWR ツールアダプタ側にコンプライアンス

モジュールを直接取付可能です。

ハンドチェンジャーとの組合せで、コンプライアンスモジュールを

取付けた柔軟性の高いハンドと、コンプライアンスモジュールを

取付けない高精度作業用ツール等を簡単に交換でき、さまざまな

作業を実現することができます。

コンプライアンス
モジュール

分離時

ロボットハンドチェンジャー に直接取付可能

ロボットによる搬送や組立工程において、ロボットハンドと

ワーク位置にズレが生じるケースや、組付時に穴と部品の芯ズレ

が生じる場合などの、芯ズレを補正することができます。

力覚センサで必要なプログラム補正の必要はなく、メカによる

フローティング機構で簡単に導入することが可能です。

ワーク

搬入出

組付など

ロボット側

ロボット搬送の芯ズレを簡単に補正

芯ズレ補正

ロボットハンド
チェンジャー

マスターシリンダ

ツールアダプタ

断面構造・動作説明

天板がスライドし、ワークの芯ズレを補正します。

フローティング状態
エア

ロックエア未供給時は、天板がフローティングできる

状態になります。天板に負荷が加わっていない場合、

マグネットにより天板がセンター位置に移動します。

ロックエア供給により、天板がセンター位置へ求心し、

ロックします。

ＯＦＦ センターロック状態
エア
ＯＮ

Ｘ
Ｙ

θ

（フローティング方向）

偏心

負荷

センター位置へ求心
天板

ピストン

ロック
エアポート

バネ

天板

マグネット
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール model WRC

形式表示 

１ 3

WRC 012 0 -  2 T

1 直接取付できるロボットハンドチェンジャーSWR形式

 007 ： SWR0070-T-□
 012 ： SWR0120-T-□
 025 ： SWR0250-T-□

（例） WRC0070-2Tをロボットハンドチェンジャーと併用する場合、

 ロボットハンドチェンジャーのツールアダプタ：SWR0070-T-□に

 直接取り付けて使用することができます。

 0 ： 製品のバージョン情報です。

3 フローティング方向

 T ：θ方向揺動付き

2

2 デザイン No.

仕様

 形式

 【エアゼロ時】

 フローティング可能状態

 【エアロック時】

 センターロック状態

 駆動用エア圧力

 シリンダ容量

 使用温度

 使用流体

 製品質量

WRC0070-2T

±9°

147

147

0.6

15

2.1以下

1.0

約200

WRC0120-2T

±2.0

±8°

0°

245

245

1.0

25

3.6以下

0.1

P.5参照

P.5参照

P.5参照

0.6

0.3

0.9

1.3

0 ~ 70

ドライエア

約300

WRC0250-2T

±6°

539

539

1.6

45

7.5以下

2.2

約520

 偏心量（X , Y) ※1

 天板回転角（θ）※1

 許容荷重（Z）

  N

 許容モーメント

  N・m

 始動抵抗

 位置再現精度

 許容荷重（X , Y) ※2

 許容モーメント ※2

  N・m

 最高使用圧力

 最低使用圧力

 耐圧

 原点位置

 最大偏心時

 引張

 圧縮

 曲げ方向（α）

 ねじり方向（θ）

 曲げ方向（α）

 ねじり方向（θ）

mm

N

mm

N

MPa

MPa

MPa

cm3

℃

g
注意事項
 ※1. 必ず数値の範囲内で使用してください。機器破損の原因となります。
 ※2. 最大値以上の負荷が加わると天板が動作するおそれがあります。

Ｘ
Ｙ

θ

（フローティング方向）

ロボットハンドチェンジャー
ツールアダプタ
SWR□-T-□

コンプライアンスモジュール
WRC□-2T

Ｘ

α

Ｙ

θ

Z

偏心量（X , Y)
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール model WRC
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N

MPa

MPa

MPa

cm3

℃

g
注意事項
 ※1. 必ず数値の範囲内で使用してください。機器破損の原因となります。
 ※2. 最大値以上の負荷が加わると天板が動作するおそれがあります。

Ｘ
Ｙ

θ

（フローティング方向）

ロボットハンドチェンジャー
ツールアダプタ
SWR□-T-□

コンプライアンスモジュール
WRC□-2T

Ｘ

α

Ｙ

θ

Z

偏心量（X , Y)

43



仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール model WRC

許容荷重、許容モーメント MEMO
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール model WRC
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール model WRC

(SWR0120-T）(SWR0070-T）

外形寸法：WRC0070-2T

19.8 19.8

±
0.
03

外形寸法：WRC0120-2T

45° 45°

13
.5

13
.5

22.5° 2-φ4H7　　  深5.5ロックエアポート
M3

19
.5 p.c

.d.3
9

5.
5

4.
5

24
.5

35

φ34f7 - 0.025- 0.050

φ47

天板 2(偏心量)

4-M4×0.7ネジ深5.5

+ 0.012
 0

p.c.d.25

23.3 23.3

45° 45°

13
.5

13
.5

22.5°

p.c.
d.4
5

6.
5

4.
5

26
.5

38

φ54
天板

2(偏心量)

4-M4×0.7ネジ深6.5

p.c.d.30

±
0.
03

19
.5

±
0.
03

22
.5

±
0.
03

22
.5

ロックエアポート
M3 2-φ4H7　　  深5.5+ 0.012

 0

φ40f7 - 0.025- 0.050

4-取付ボルト(付属)
M4×0.7×354-取付ボルト(付属)

M4×0.7×30

+ 0.012
 0φ4H7　　  深3

15
±
0.
03

+ 0.012
 0φ4H7　　  深3

12
.5
±
0.
03
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール　注意事項 model WRC

注意事項

●  設計上の注意事項

1）仕様の確認

 ● 各製品の仕様を確認の上、ご使用ください。

 ● model WRC の最高使用エア圧力は 0.6MPa、

 最低使用エア圧力は 0.3MPa です。

2）空圧回路は下図を参考にしてください。

 ● WRC はエア供給によりセンターロックします。

 エアゼロ時には内部のエアを解放する必要がありますので、

 三方口以上の弁を使用してください。

3）使用環境について

 ● 切削加工等の切粉・クーラント等、機器に異物が侵入する環境下

 では使用しないでください。

4）センターロック機構について

 ● エアロック時（エア供給によりセンターロック）とエアゼロ時

 （マグネットによりセンター復帰）に、若干の天板の位置ズレが

 生じる場合があります。

 また、長時間（24 時間以上）のロック状態での使用はご相談

 ください。

5）磁力について

 ● 本製品はマグネットを使用しています。磁力による影響にご注意

 ください。

1）機器の取外しと圧力源の遮断

 ● 機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置等

 がなされていることを確認し、圧力源や電源を遮断して油圧・

 エア回路中に圧力が無くなったことを確認した後に行ってくだ

 さい。

 ● 再起動する場合は、ボルトや各部の異常が無いか確認した後に

 行ってください。

2）機器は定期的に清掃してください。

 ● コンプライアンスモジュール天板部やその周辺部に汚れや異物、

 粘性の高い物質が固着したまま使用すると、位置決め精度不良や

 動作不良、エア漏れの原因になります。

 （本品は無給油でのご使用を推奨しますので、グリスなどの塗布は

 ご遠慮ください。）

3）配管・取付ボルト等に緩みがないか定期的に増締め点検を行って

 ください。

4) 供給エアが清浄であるか確認してください。

5）動作はスムーズでエア漏れ等がないか確認してください。

● 特に、長期間放置した後、再起動する場合は正しく動作する

 ことを確認してください。

6）製品を保管する場合は、直射日光・水分等から保護して冷暗所

 にて行ってください。

7）オーバーホール・修理は当社にお申しつけください。

●  保守・点検●  取扱い上の注意事項

1）十分な知識と経験を持った人が取扱ってください。

 ● 油空圧機器を使用した機械・装置の取扱い、メンテナンス等 は、

 充分な知識と経験を持った人が行ってください。

2）安全を確保するまでは、機器の取扱い、取外しを絶対に行わない

 でください。

 ① 機械・装置の点検や整備は、被駆動物体の落下防止処置や暴走

 防止処置等がなされていることを確認してから行ってください。

 ② 機器を取外すときは、上述の安全処置がとられていることの確認

 を行い、圧力源や電源を遮断し、油圧・エア回路中に圧力が無く

 なったことを確認してから行ってください。

 ③ 運転停止直後の機器の取外しは、機器の温度が上がっている場合

 がありますので、温度が下がってから行ってください。

 ④ 機械・装置を再起動する場合は、ボルトや各部の異常がないか

 確認した後に行ってください。

3）動作中は、コンプライアンスモジュールに触れないでください。

 コンプライアンスモジュールや周辺機器に手を挟まれ、けがの

 原因になります。

4）分解や改造はしないでください。

 ● 分解や改造をされますと、保証期間内であっても保証ができなく

 なります。

1）使用流体の確認

 ● 必ずエアフィルタを通した清浄なドライエアを供給して

 ください。（ドレン除去の機器を設置してください。）

 ● ルブリケータ等による給油は不要です。

2）配管前の処置

 ● 配管・管継手・ジグの流体穴等は、充分なフラッシングで

 清浄なものをご使用ください。

 回路中のゴミや切粉等が、エア漏れや動作不良の原因に

 なります。

 ● 本品にはエア回路内のゴミ・不純物侵入を防止する機能は

 設けていません。

3）シールテープの巻き方

 ● シールテープを使用される時は、ネジ部先端を 1～ 2山残して

 巻いてください。

 また、配管施工時は、シールテープ等の異物が機器内に詰まらない

 よう注意して、適正な施工を行なってください。

 シールテープの切れ端が動作不良やエア漏れの原因になります。

4）取付・設置

 ● 取付けの際は、コンプライアンスモジュールが傾かないように

 ボルトを均等に締付けてください。また取付面に対し水平に

 取付けてください。

 取付ボルトは、下表のトルクで締めつけてください。

 ● 取付完了後、取付面と機器にスキマがないかを確認してから稼働

 させてください。

5) 試運転の方法

 ● 施工直後に高圧のエアを供給すると、コンプライアンスモジュールに

 重大な損傷を発生させる可能性があります。

 使用圧力内になるように調整してから試運転を行ってください。

●  取付施工上の注意事項

形　式

WRC0070-2T
WRC0120-2T
WRC0250-2T

ボルト呼び

M4×0.7
M4×0.7
M5×0.8

ボルト本数

4
4
4

締付トルク
(N・m)
3.2
3.2
6.3

５μm

エア源

WRC
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール　注意事項 model WRC
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール　注意事項 model WRC

注意事項 MEMO

●  保証

1）保証期間

 ● 製品の保証期間は、当社工場出荷後 1 年半、または使用開始後

 1 年のうち短い方が適用されます。

2）保証範囲

 ● 保証期間中に当社の責任によって故障や不適合を生じた場合は、

 その機器の故障部分の交換または、修理を当社の責任で行います。

 ただし、次の項目に該当するような製品の管理にかかわる故障

 などは、この保証の対象範囲から除外させていただきます。

 ① 決められた保守・点検が行われていない場合。

 ② 使用者側の判断により、不適合状態のまま使用され、これに

 起因する故障などの場合。

 ③ 使用者側の不適切な使用や取扱いによる場合。

 （第三者の不当行為による破損なども含みます。）

 ④ 故障の原因が当社製品以外の事由による場合。

 ⑤ 当社が行った以外の改造や修理、また当社が了承・確認して

 いない改造や修理に起因する場合。

 ⑥ その他、天災や災害に起因し、当社の責任でない場合。

 ⑦ 消耗や劣化に起因する部品費用または交換費用

 （ゴム・プラスチック・シール材および一部の電装品など）

 なお、製品の故障によって誘発される損害は、保証の対象範囲

 から除外させていただきます。
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仕様 能力線図 外形寸法 注意事項断面構造
動作説明 形式表示特長コンプライアンスモジュール　注意事項 model WRC
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